
●人口 13,980人（前月比＋ 5 人） 男 7,004人（± 0 人）

（前年比＋ 79人） 女 6,976人（＋ 5 人）
●世帯数 3,987世帯前月比（－ 1 世帯）

平成19年11月末現在の

人口の動き
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町
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
健
康
に
て
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
制
施
行
三
十
周
年
の
節
目
の
年

で
あ
り
ま
し
た
。

町
制
三
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
の

企
画
運
営
等
に
よ
り
、
記
念
式
典
、
Ｊ
１
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
公
式
戦
の
聖
籠
町
サ
ン
ク
ス

デ
ー
、
N
H
K
の
ど
自
慢
の
開
催
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
お
祝
い
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
N
H
K
の
ど
自
慢
で

は
、
聖
籠
町
を
全
国
に
発
信
し
、「
ふ
る
さ
と

聖
籠
」
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
県
外
の
町
出
身
者

か
ら
は
感
動
と
激
励
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
、

今
後
も
合
併
を
せ
ず
独
自
の
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
お
約
束
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。さ

て
、
日
本
経
済
は
堅
調
な
回
復
、
進
展
を

見
せ
、
聖
籠
町
の
東
港
工
業
地
帯
に
お
け
る
各

種
の
企
業
も
業
種
に
よ
る
差
は
あ
る
も
の
の
総

体
的
に
は
堅
調
な
業
績
と
な
っ
て
お
り
、
町
の

活
性
化
を
後
押
し
し
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
生
活
面
に
お
い
て
は
給
料
等
の
収
入

が
伸
び
悩
む
中
、
原
油
高
か
ら
く
る
燃
料
の
高

騰
か
ら
石
油
製
品
の
み
な
ら
ず
、
食
料
品
を
は

聖
籠
町
長

渡
邊
廣
吉

新
年
を
迎
え
て

今
年
は
子
年

ね
ど
し

。
十
二
支
の
一
番
手
で
す
が
、
な
ぜ
一

番
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
昔
、
中
国
で
時
刻
や
方

角
を
表
す
の
に
用
い
た
子
（
し
）、
丑
（
ち
ゅ
う
）、
寅

（
い
ん
）
･
･
･
･
･
の
十
二
の
方
位
に
、
そ
れ
ぞ
れ

動
物
を
あ
て
は
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

ネ
ズ
ミ
は
、
齧げ

つ

歯し

目
（
ネ
ズ
ミ
目
）
ネ
ズ
ミ
科
に
属

す
る
哺
乳
類
。
上
下
の
あ
ご
に
そ
れ
ぞ
れ
一
対
の
大
き

な
門
歯
が
あ
る
の
が
特
徴
で
、
こ
れ
は
一
生
伸
び
続
け

ま
す
。
子
ど
も
の
乳
歯
が
抜
け
る
と
、「
ネ
ズ
ミ
の
歯

に
な
〜
れ
」
な
ど
と
、
家
の
屋
根
の
上
に
向
か
っ
て
高

く
放
り
投
げ
る
の
は
、
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
な
し
っ
か
り
と

し
た
丈
夫
な
歯
に
あ
や
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

一
部
の
地
域
を
除
き
、
地
球
上
に
広
く
分
布
、
生
息

す
る
ネ
ズ
ミ
は
、
そ
の
種
類
も
約
千
八
百
に
も
及
ぶ
と

い
わ
れ
ま
す
。
繁
殖
力
が
強
い
の
は
「
ネ
ズ
ミ
算
的
に

増
え
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
り
ま

す
。
一
回
に
二
十
匹
近
く
子
を
産
む
種
類
も
あ
る
よ
う

で
す
。

今
年
は 「

子
」
年 

「
子
」
年 

ね 
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じ
め
と
す
る
生
活
関
連
物
資
が
総
じ
て
値
上
が

り
を
示
し
て
お
り
、
今
後
の
動
向
は
予
断
を
許

さ
ぬ
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
政
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
参
議
院
選
挙
で

与
野
党
が
逆
転
し
て
、
安
倍
内
閣
か
ら
福
田
内

閣
が
誕
生
し
、
国
会
運
営
で
は
い
わ
ゆ
る
ね
じ

れ
現
象
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
懸
案
の
新
テ
ロ

対
策
特
別
措
置
法
案
等
の
審
議
に
時
間
を
要

し
、
会
期
を
再
延
長
「
越
年
国
会
」
と
な
る
な

ど
厳
し
い
情
勢
下
に
あ
り
ま
す
。
早
い
時
期
で

の
衆
議
院
の
解
散
も
さ
さ
や
か
れ
る
な
ど
予
断

を
許
さ
ぬ
状
況
で
あ
り
ま
す
。

聖
籠
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
平

成
二
十
二
年
ま
で
を
計
画
年
度
と
す
る
第
三
次

総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
『
緑
・
ふ

れ
あ
い
・
夢
づ
く
り
〜
町
民
参
加
で
豊
か
さ
の

実
現
〜
』
を
目
指
し
て
、
平
成
十
八
年
度
か
ら

平
成
二
十
二
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
後

期
基
本
計
画
の
下
、
総
合
的
、
計
画
的
に
町
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
年
四
月
か
ら
医
療
制
度
改
革
に
よ

り
、
四
十
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
特
定
健
康
診
査
、

特
定
保
健
指
導
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
併
せ
て
、

七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
も
始

ま
り
ま
す
。
国
政
の
動
向
と
合
わ
せ
て
、
市
町

村
合
併
を
し
な
い
町
と
し
て
、
個
性
と
魅
力
あ

る
町
づ
く
り
を
「
町
民
対
話
」
を
基
本
と
し
、

継
続
し
た
教
育
・
福
祉
政
策
の
充
実
と
農
業
振

興
・
環
境
政
策
・
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り

を
重
点
政
策
と
し
て
、
職
員
と
も
ど
も
町
政
に

臨
ん
で
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
今
年
一
年
の
限
り
な
い
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

昔
は
夜
に
な
る
と
、
ネ
ズ
ミ
が
天
井
裏
を
走
り
回
り
、

チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
と
鳴
く
声
が
聞
こ
え
た
り
し
た
も
の
で

す
。
最
近
は
純
粋
な
日
本
家
屋
が
減
っ
て
き
て
い
る
た

め
か
、
家
屋
の
構
造
が
変
わ
っ
て
き
た
か
ら
な
の
か
、

家
の
中
で
ネ
ズ
ミ
の
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
は
少
な
く
な

っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

こ
と
わ
ざ
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
ま
す
。
弱
者
で
も

追
い
詰
め
ら
れ
る
と
強
い
者
に
逆
襲
す
る
と
い
う
意
味

の
「
窮

き
ゅ
う

鼠そ

猫
を
噛か

む
」
や
、
前
ぶ
れ
の
騒
ぎ
ば
か
り
が

大
き
く
て
実
際
の
結
果
は
極
め
て
小
さ
い
こ
と
の
た
と

え
で
あ
る
「
大
山

た
い
ざ
ん

鳴
動

め
い
ど
う

し
て
鼠
一
匹
」
な
ど
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。「
頭
の
黒
い
鼠
」
と
は
、
頭
髪
の
黒

い
人
間
を
ネ
ズ
ミ
に
な
ぞ
ら
え
て
、
物
を
盗
む
人
の
こ

と
で
す
。「
鼠
の
嫁
入
り
」
は
、
あ
れ
こ
れ
と
選
ん
で

み
て
も
、
結
局
は
変
わ
り
ば
え
し
な
い
と
こ
ろ
に
落
ち

着
く
と
い
う
た
と
え
で
す
。

そ
の
ほ
か
、「
鼠
が
い
な
く
な
れ
ば
そ
の
家
に
火
災

が
あ
る
」「
鼠
が
逃
げ
出
す
の
を
見
た
ら
そ
の
舟
に
乗

る
な
」
な
ど
の
俗
説
も
あ
り
ま
す
。

数
が
多
く
、
農
作
物
や
食
料
を
食
い
荒
ら
す
な
ど
決

し
て
評
判
は
よ
く
な
い
ネ
ズ
ミ
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
人

間
に
と
っ
て
身
近
な
動
物
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ネ

ズ
ミ
が
逃
げ
出
す
よ
う
な
大
き
な
災
い
が
来
な
い
よ

う
、
今
年
も
祈
り
た
い
も
の
で
す
。
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11
月
30
日
（
金
）
町
文
化
会
館

を
会
場
に
第
21
回
目
と
な
る
聖
籠

町
長
寿
文
化
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

長
寿
文
化
研
修
会
は
、
高
齢
者

が
互
い
に
支
え
あ
い
、
励
ま
し
あ

い
な
が
ら
生
き
が
い
を
持
っ
て
健

や
か
で
充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
明
る
い
長
寿
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
て
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。表

彰
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り

各
集
落
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
や
模
範

的
な
活
動
な
ど
で
老
人
ク
ラ
ブ
発

展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
様
の

表
彰
と
、
金
婚
式
（
結
婚
し
て
50

年
目
の
お
祝
い
）
を
迎
え
ら
れ
た

ご
夫
婦
が
慶
祝
さ
れ
、
県
と
町
か

ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
の
余
興

で
は
、
各
集
落
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
の
歌
と
踊
り
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
会
場
に
は
あ
た
た
か
い
声
援

と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。表

彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲役職表彰を代表受領される八幡喜策様（大夫興野）

聖籠町長寿文化研修会開催
大 会 ス ロ ー ガ ン

健 康・楽しみ・喜 び・笑 い
交通事故〇

ゼ ロ

への願い

▲渡辺老人クラブ連合会会長からあいさつ

●役職（地元老人クラブの役員として５年以上）により表彰された方〔敬称略〕

被表彰者氏名
渡　辺　久仁子

鈴　木　和　夫

安　達　江　美

五十嵐　トクエ

高　橋　良　子

新　保　　　正

高　橋　ハツエ

二　宮　富　美

新　保　キミ子

武　田　孝　与

八　幡　喜　策

横　山　　　雅

所属会名（行政区）
寿老会（道賀新田）

鶴寿会（真　　野）

蛍雪会（桃　　山）

寿　会（山　　倉）

紅苔会（苔　　沼）

鶴老会（山 三 賀）

長寿会（二 本 松）

千歳会（蓮　　野）

喜楽会（杉 谷 内）

桜美会（別　　條）

寿生会（大夫興野）

長生会（藤　　寄）

被表彰者氏名
佐　藤　勝　良

小　野　靖　夫

神　田　ヨ　ネ

高　橋　まり子

堀　　　一　枝

渡　辺　ト　シ

細　貝　鈴　子

高　松　トミイ

細　貝　トミ子

高　橋　友　市

魚　野　孝　次

田　村　イワノ

所属会名（行政区）
旭　会（旭ヶ丘）

浦島の会（蓮　潟）

浦島の会（蓮　潟）

はまなす会（網代浜）

はまなす会（網代浜）

はまなす会（網代浜）

鶴亀会（亀　塚）

鶴亀会（亀　塚）

鶴亀会（亀　塚）

つくし会（次第浜）

つくし会（次第浜）

つくし会（次第浜）
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▲金婚夫婦の記念品を代表受領される
高橋芳男様、アサ様ご夫婦（山諏訪山）

▲模範者表彰を代表受領される小林粂清様（亀塚）

●模範者（地元老人クラブで10年以上率先して活動）として表彰された方〔敬称略〕
被表彰者氏名
中　村　玲　子

吉　田　マ　イ

神　田　　　才

服　部　弥　一

長谷川　　　孝

西　脇　岩　三

新　保　昭　治

小　林　守　男

星　野　ト　メ

新　保　喜　幸

武　田　タケコ

八　幡　和　夫

所属会名（行政区）
寿老会（道賀新田）

鶴寿会（真　　野）

蛍雪会（丸　　潟）

寿　会（山　　倉）

新生会（山 大 夫）

新生会（山 大 夫）

鶴老会（山 三 賀）

長寿会（二 本 松）

なかよし会（外　畑）

喜楽会（杉 谷 内）

桜美会（別　　條）

寿生会（大夫興野）

被表彰者氏名

江　口　ミサオ

小　見　昭　司

渡　辺　ヒサノ

高　橋　ト　メ

堀　　　美代子

小　林　粂　清

長谷川　岩　臣

海　津　重　木

吉　川　チ　エ

渡　辺　イシノ

渡　辺　ヨシノ

所属会名（行政区）
長生会（藤　寄）

長生会（藤　寄）

はまなす会（網代浜）

はまなす会（網代浜）

はまなす会（網代浜）

鶴亀会（亀　塚）

鶴亀会（亀　塚）

鶴亀会（亀　塚）

つくし会（次第浜）

つくし会（次第浜）

つくし会（次第浜）

●協助者（老人クラブに協力された方）により表彰された方〔敬称略〕
被表彰者氏名

高　松　利八郎

行　政　区

亀　　塚

●金婚夫婦により慶祝されたご夫婦〔敬称略〕
夫婦氏名

吉　野　律　雄
みつ子

渡　辺　進　司
リ　ウ

櫻　井　　　久
キミエ

傅　井　一　雄
ノ　リ

高　橋　芳　男
ア　サ

徳　武　積　一
トヨ子

小　林　敬　一
せ　つ

小　林　一　夫
京

池　田　　　清　
絢　子

渡　辺　春　男
フ　ヱ

小　林　孫　一
悌　子

金　田　芳　治
八重子

所属会名（行政区）

鶴寿会（真　野）

寿　会（山　倉）

緑　会（本諏訪山）

龍郷会（山諏訪山）

龍郷会（山諏訪山）

紅苔会（苔　沼）

鶴老会（山三賀）

鶴老会（山三賀）

鶴老会（山三賀）

長寿会（二本松）

長寿会（二本松）

千歳会（蓮　野）

夫婦氏名
高　山　正　彦

ミ　イ
出　戸　仁　作

三千代
斉　藤　三　郎

房　子
幾　野　要　冶

春　美
長谷川　憲　次

ツ　イ
伊　藤　　　孝　

ナ　カ
青　木　　　実　

マツエ
横　山　金　次

ミネ子
獅子山　鉄　城

春　子
長谷川　立　夫

ヨ　イ
長谷川　二三男

節　子
渡　辺　長　吉

百合子

所属会名（行政区）

喜楽会（杉谷内）

喜楽会（杉谷内）

喜楽会（杉谷内）

寿生会（大夫興野）

長生会（藤　寄）

長生会（藤　寄）

長生会（藤　寄）

長生会（藤　寄）

長生会（藤　寄）

長生会（藤　寄）

浦島の会（蓮潟）

はまなす会（網代浜）

夫婦者氏名
宮　沢　栄之進

アヤ子
高　橋　正　男

幸　子
星　野　重　昭

ミ　セ
伊　藤　長次郎

ハ　ナ
長谷川　岩　臣

俊　美
宮　下　兼　次

イ　シ
鈴　木　弘　吉

笑　子
中　野　　　敬

キクイ
須　貝　徳　司

サ　ダ
高　橋　岩　作

カ　ノ
深　井　宗　一

淑　

所属会名（行政区）

はまなす会（網代浜）

はまなす会（網代浜）

鶴亀会（亀　塚）

鶴亀会（亀　塚）

鶴亀会（亀　塚）

つくし会（次第浜）

つくし会（次第浜）

つくし会（次第浜）

つくし会（次第浜）

つくし会（次第浜）

つくし会（次第浜）

※渡辺さんの「辺」など略した文字で掲載しています。戸籍に掲載されている氏名と多少異なる場合があります。ご了承ください。

※基準日　平成19年４月
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広報聖籠 H20.1 6

あ
な
た
の
心
配
ご
と
を
解
決

す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住

民
の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者

で
す
。
生
活
上
の
問
題
な
ど
”何

か
に
悩
ん
で
い
る
と
き
“
は
、
ぜ

ひ
お
近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
委
員
・

主
任
児
童
委
員
の
活
動

民
生
委
員
は
、
児
童
委
員
を
兼

ね
て
い
ま
す
。
虐
待
や
い
じ
め
、

不
登
校
、
非
行
な
ど
、
子
ど
も
を

取
り
巻
く
環
境
が
深
刻
さ
を
増
し

て
い
ま
す
が
、
支
援
が
必
要
な
児

童
と
そ
の
保
護
者
、
妊
産
婦
、
ひ

と
り
親
家
庭
な
ど
の
方
々
の
た
め

に
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
援
助

な
ど
を
行
い
、
児
童
の
健
全
育
成

の
た
め
の
地
域
活
動
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
児
童
委
員
の
中
に
は

区
域
を
持
た
ず
、
児
童
福
祉
を
専

門
に
担
当
し
、
活
動
す
る
主
任
児

童
委
員
が
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
は
、
い
じ
め
や

不
登
校
、
虐
待
や
非
行
、
育
児
不

安
な
ど
子
ど
も
と
親
の
か
か
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
、
児
童

委
員
や
学
校
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
早
期
発
見
や
問
題

解
決
に
向
け
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
法
律

で
個
人
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
内

容
な
ど
を
口
外
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

蕁
２
７
―
６
５
１
１

町
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

長
い
間

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

こ
の
た
び
の
一
斉
改
選
に
よ
り

７
名
の
民
生
委
員
･
児
童
委
員
が

平
成
19
年
11
月
30
日
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
、
常
に
住
民
の
一
番
身

近
に
あ
っ
て
献
身
的
な
地
域
の
見

守
り
役
と
し
て
ご
貢
献
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
様
に
は
、
退
任
後
も

引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
貴
重
な

経
験
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
退
任
者
】

※
敬
称
略
、
数
字
は
在
職
年
数

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員

・
　
口
善
一
（
蓮
　
潟
）
12
年

・
深
井
一
成
（
次
第
浜
）
12
年

・
佐
藤
利
春
（
杉
谷
内
）
９
年

・
青
山
厚
子
（
丸
　
潟
）
９
年

・
渡
辺
晴
芳
（
網
代
浜
）
６
年

・
木
村
京
子
（
亀
　
塚
）
６
年

・
齋
藤
芳
男
（
山
三
賀
）
３
年

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
満
了
（
任
期
３
年
）
に
よ
り
、
平
成

19
年
12
月
１
日
付
け
で
聖
籠
町
の
委
員
23
名
の
方
（
再
任
者
16
名
、
新

任
者
７
名
）
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

※
丸
潟
・
桃
山
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
現
在
人
選
中

で
す
。
決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

氏
　
　
名

吉よ
し

田だ

旦あ
さ

人
　
選
　
中

児こ

玉だ
ま

康や
す

夫お

市
川
い
ち
か
わ

勝
榮
か
つ
え
い

川か
わ

瀬せ

昭
あ
き
ら

宮み
や

尾お

良よ
し

信の
ぶ

長
谷
は

せ

川が
わ

早さ

苗な
え

二に

瓶へ
い

雄ゆ
う

司じ

小こ

島じ
ま

敬ゆ
き

夫お

福
島
ふ
く
し
ま

定
良
さ
だ
よ
し

田た

中な
か

保
人
や
す
ひ
と

藤ふ
じ

井い

清き
よ

四し

阿
部
あ

べ

豊と
よ

夫お

手て

嶋じ
ま

京
き
ょ
う
子こ

斉
藤
さ
い
と
う

と
く

衛え
い

山や
ま

田だ

敏と
し

夫お

わ
た
な
べ

正
則
ま
さ
の
り

崎
た
か
さ
き

則の
り

男お

渡
邊
わ
た
な
べ

悦え
つ

子こ

渡
辺
わ
た
な
べ
と
く

之の

助す
け

渡
邊
わ
た
な
べ

浅
行
あ
さ
ゆ
き

平ひ
ら

野の

政
要
ま
さ
よ
う

小こ

柳
や
な
ぎ

芳よ
し

子こ

五
十
嵐

い

が

ら

し

久ひ
さ

子こ

電
　
話

２
７
ー
７
２
２
０

２
７
ー
７
９
４
５

２
７
ー
８
１
１
２

２
７
ー
８
３
４
８

２
７
ー
３
５
１
３

２
７
ー
７
７
９
３

２
７
ー
３
６
７
３

２
７
ー
８
３
９
４

２
７
ー
４
１
０
５

２
７
ー
４
４
６
６

２
７
ー
２
５
７
３

２
７
ー
４
１
５
５

２
７
ー
４
３
９
１

２
７
ー
７
４
１
３

２
７
ー
７
７
３
３

２
７
ー
７
５
３
９

２
７
ー
５
３
０
７

２
７
ー
３
８
２
０

２
７
ー
７
３
０
１

２
７
ー
７
３
２
６

２
７
ー
７
７
１
７

２
７
ー
８
１
２
２

２
７
ー
４
５
７
７

担
　
当
　
区
　
域

四
ツ
屋
、
道
賀
新
田
、
上
大
谷
内
、
真
野

丸
潟
、
桃
山

山
倉
、
苔
沼

本
諏
訪
山
、
本
大
夫
、
中
の
橋
、
本
三
賀

山
諏
訪
山
、
山
大
夫

蓮
潟

蓮
潟
、
蓮
潟
新
田
（
上
）

ひ
ば
り
が
丘
、
尾
沢
ケ
丘
、
稲
の
平

蓮
野
、
甚
兵
衛
橋

八
幡
、別
條
、聖
中
ケ
丘
、蓮
潟
新
田（
下
）

二
本
松

山
三
賀
、
東
山
、
正
庵
、
外
畑

杉
谷
内
、
大
夫
興
野

藤
寄

旭
ヶ
丘

網
代
浜

網
代
浜

亀
塚

亀
塚

次
第
浜

次
第
浜

次
第
浜

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

※
敬
称
略

渡 

委嘱された民生委員・児童委員の皆さん
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続・在 宅 医 療続・在 宅 医 療

Dr.丸の 元気だより vol.20

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

所
長
　
丸
山
　
貴
広

年
末
、
年
始
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
楽
し
い
時

間
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？
「
腹
も
身
の
う
ち
」
で
す
の

で
、
お
正
月
で
も
食
べ
過
ぎ
飲
み

過
ぎ
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。今

回
も
前
回
に
引
き
続
き
在
宅

医
療
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
今

回
か
ら
数
回
に
わ
た
り
、
在
宅
で

介
護
を
行
う
際
に
知
っ
て
お
き
た

い
技
術
的
な
こ
と
を
お
話
し
ま

す
。

1.

経
管
栄
養
に
つ
い
て
（
胃

瘻（
い
ろ
う
）
造
設
の
す
す
め
）

脳
梗
塞
や
認
知
症
で
口
か
ら
食

べ
物
が
食
べ
ら
れ
な
い
、
飲
み
物

が
飲
め
な
い
場
合
、
栄
養
を
摂
る

た
め
に
、
チ
ュ
ー
ブ
を
用
い
て
直

接
胃
の
中
に
液
状
の
栄
養
を
注
入

し
ま
す
。
こ
の
方
法
を
経
管
栄
養

と
い
い
ま
す
。
そ
の
際
、
鼻
か
ら

の
ど→

食
道→

胃
へ
チ
ュ
ー
ブ
を

入
れ
る
方
法
（
経
鼻
管
）
と
、
お

腹
か
ら
直
接
胃
へ
チ
ュ
ー
ブ
を
つ

な
ぐ
方
法
（
胃
瘻
）
が
あ
り
ま
す
。

経
鼻
管
に
よ
る
方
法
の
長
所
と

し
て
は
、
手
術
は
必
要
な
く
、
ど

こ
に
い
て
も
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
短
所
は
、
２

週
間
に
１
回
チ
ュ
ー
ブ
の
交
換
が

必
要
（
チ
ュ
ー
ブ
が
栄
養
剤
で
つ

ま
る
た
め
）、
の
ど
に
チ
ュ
ー
ブ

の
違
和
感
が
残
る
、
唾
液
が
チ
ュ

ー
ブ
を
伝
っ
て
誤
嚥
性
肺
炎
を
起

こ
す
危
険
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
で

す
。
し
か
し
、
医
療
者
側
か
ら
み

て
最
も
危
険
と
思
わ
れ
る
こ
と

は
、
チ
ュ
ー
ブ
の
交
換
時
に
誤
っ

て
気
管
に
挿
入
す
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
で
す
。
チ
ュ
ー
ブ
が
気
管

に
入
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か

ず
栄
養
剤
を
注
入
す
る
と
、
肺
炎

を
起
こ
し
、
致
命
的
な
結
果
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
病
院
で
も

病
棟
で
経
鼻
管
の
交
換
の
際
、
気

管
に
誤
挿
入
し
た
こ
と
に
気
が
つ

か
ず
、
栄
養
剤
注
入
後
不
幸
に
し

て
患
者
さ
ん
が
亡
く
な
る
こ
と
が

時
々
報
道
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
胃
瘻
は
内
視
鏡
（
胃
カ

メ
ラ
）
を
用
い
て
作
ら
れ
る
こ
と

が
一
般
的
で
す
。
カ
メ
ラ
が
胃
に

入
り
、
腸
に
詰
ま
っ
た
と
こ
ろ
が

な
け
れ
ば
造
設
は
可
能
で
す
。
胃

カ
メ
ラ
が
口
か
ら
挿
入
さ
れ
て
か

ら
チ
ュ
ー
ブ
が
胃
に
留
置
さ
れ
る

ま
で
大
体
10
分
く
ら
い
で
終
わ
り

ま
す
。
特
に
問
題
が
な
け
れ
ば
６

か
月
は
胃
瘻
チ
ュ
ー
ブ
の
交
換
は

不
要
で
す
が
、
交
換
は
病
院
で
行

わ
れ
ま
す（
特
に
問
題
な
け
れ
ば
、

胃
瘻
の
交
換
に
入
院
は
必
要
な

く
、
10
分
く
ら
い
で
終
了
し
ま

す
）。
胃
瘻
チ
ュ
ー
ブ
が
抜
け
た

場
合
、
２
〜
３
日
で
お
腹
に
開
い

た
胃
瘻
の
穴
は
閉
じ
て
し
ま
う
の

で
、
半
日
中
に
病
院
に
受
診
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
腹
の
胃
瘻

が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
服
で
隠

れ
る
た
め
普
段
は
見
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
胃
瘻
を
作
っ
た
後
、
再
度

口
か
ら
物
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
胃
瘻
が
不
要
に
な
っ
た
場

合
、
病
院
で
は
ず
し
て
も
ら
う
こ

と
も
可
能
で
す
。
胃
瘻
の
穴
は
２

〜
３
日
で
閉
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
自
宅
で
経
管
栄

養
を
行
う
場
合
、
全
身
状
態
が
許

せ
ば
、
病
院
か
ら
退
院
す
る
前
に

胃
瘻
を
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

2.

点
　
滴

経
管
栄
養
が
不
可
能
な
場
合
、

太
い
血
管
に
細
い
チ
ュ
ー
ブ
（
カ

テ
ー
テ
ル
）
を
直
接
入
れ
て
栄
養

を
補
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
心
静
脈
栄
養
法
と
い
い
ま
す
。

こ
の
方
法
は
、
チ
ュ
ー
ブ
を
血
管

の
中
に
留
め
る
た
め
、
点
滴
の
栄

養
･
薬
剤
か
ら
細
菌
が
入
ら
な
い

よ
う
に
細
心
の
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
細
菌
が
皮
膚
か
ら
カ

テ
ー
テ
ル
を
伝
っ
て
血
管
内
に
入

り
感
染
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
の

で
、
管
理
は
複
雑
で
す
。
や
む
を

得
な
い
場
合
を
除
き
、
自
宅
で
長

期
（
数
ヶ
月
）
に
わ
た
る
栄
養
の

補
給
の
た
め
に
、
こ
の
方
法
を
選

択
す
る
こ
と
は
お
勧
め
で
き
ま
せ

ん
。ま

た
、
腕
の
静
脈
か
ら
の
点
滴

で
、
１
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
補
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
数
ヶ
月
に
渡
っ
て
自
宅
で
栄

養
補
給
が
必
要
な
場
合
は
、
経
管

栄
養
を
お
勧
め
し
ま
す
。

自
宅
で
の
経
管
栄
養
は
、
他
の

方
法
に
比
べ
本
人
や
家
族
の
負
担

が
軽
く
、
内
服
薬
も
注
入
で
き
る

胃
瘻
の
造
設
を
お
勧
め
し
ま
す
。

人
間
誰
で
も
歳
を
取
り
ま
す
。

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
、
自
分

は
ど
う
し
て
も
ら
い
た
い
か
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
門
松
は
冥
土
の
旅
の
一
里
塚
め

で
た
く
も
あ
り
め
で
た
く
も
な
し
」

一
休
（
狂
雲
集
）

～ 栄 養 に つ い て～
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税
務
財
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

住宅ローン控除が住民税 
でも受けられます 

　国から地方への税源移譲により、所得税が減額となり、 
税源移譲前と比べて控除できる住宅ローン控除額が減る場合があ 
ります。平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受 
けている方で、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、 
翌年度の住民税（所得割）から控除できます。 

　平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合は、平成20年3月17日までに、 
「市町村民税・道府県民税　住宅借入金等特別税額控除申告書」を役場税務財政課へ提出して 
ください（用紙は税務財政課窓口にあります）。 
　また、給与収入のみで所得税の確定申告をされない方は、源泉徴収票を必ず添付してくださ 
い。確定申告をされる方は、確定申告書といっしょに税務署へ提出してもかまいません。 
　なお、詳しくは税務財政課へお問い合わせください。 

住民税の住宅ローン控除は毎年申告が必要になります 

お
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
財
政
課

蕁
２
７
｜
１
９
５
６

農
業
所
得
の
収
支
計
算
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

―
申
告
前
の
事
前
相
談
受
け
付
け
て
い
ま
す
―

平
成
19
年
分
所
得
の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
が
、
農
業
所
得
の
収
支
計
算
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。

税
務
財
政
課
で
は
、
確
定
申
告
・
住
民
税
申

告
期
間
に
先
立
ち
、
収
支
計
算
に
不
慣
れ
な
方

を
対
象
に
、「
収
支
内
訳
書
」
作
成
の
た
め
の
事

前
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業
収
入
・
経
費
の
分

か
る
も
の
（
Ｊ
Ａ
の
農
業
所
得
申
告
支
援
シ
ス

テ
ム
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
そ
れ
ら
の
成
果
品

も
含
む
）
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、
確
定
申
告
期

間
前
の
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
税
務
財
政
課
窓

口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
窓
口
の
混
雑
緩
和
等
の
た
め
、
事
前

に
電
話
連
絡
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
お
い
で
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
税
務
財
政
課
税
務
係
住

民
税
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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9 H20.1広報聖籠

「住民税の住宅ローン控除額」は
「住宅ローン控除可能額」と「税源
移譲前の税率を用いて算出した所
得税額」のいずれか少ない金額か
ら「所得税の住宅ローン控除額」
を差し引いた金額となります。 

｢給与所得者の方については、平
成19年分の給与所得の源泉徴収
票の摘要欄に「住宅借入金等特別
控除可能額」が記載され、この金
額が源泉徴収票の「住宅借入金等
特別控除の額」より大きい場合に、
住民税の住宅ローン控除の対象と
なります。 

｢住民税の住宅ローン控除」の適
用はありません。 
別途、所得税において、新たな住
宅ローン控除制度の特例が設けら
れましたので、新発田税務署にお
問い合わせください。（「従来の
方式」と「控除率を引き下げて控
除期間を延長する方式（10年か
ら15年に延長)」の選択制をとる
特例が創設されています。） 

住宅ローン控除モデルケース●夫婦＋子ども2人  給与収入700万円（住宅ローン控除可能額：27万円）の場合● 

※夫婦＋子ども2人の場合で子どものうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。 
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 
※住宅ローン控除額は、一定の条件で試算した場合の例です。 

税務署からのおしらせ
平成19年分所得税・消費税の
確定申告書について

平成19年分所得税・消費税の確定申告書については、
所得税・消費税の確定申告が必要と思われる納税者の方
に対して、平成20年1月28日（月）頃発送する予定です。

お問い合わせ　新発田税務署　蕁 0254－22－3161
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広報聖籠 H20.1 10

～保険料について～
75歳以上の方の医療保険制度が、本年4月から「後期高齢者医療制度」として

新たにスタートします。
このコーナーでは、制度のポイントを分かりやすく解説していきます。

1．保険料率が決定しました！

平成19年11月に開催された広域連合議会において、後期高齢者医療保険料の保険料率が決定いたしました。

この保険料率は、新潟県内後期高齢者の2年間の医療給付費（医療費から自己負担額を除いた額）の1割(下図)

を加入者全員でまかなえるように算定します。

1人当たりの保険料額は、加入者の所得に応じて決められる「所得割額」と、加入者が均等に負担する「均等割

額」との合計額です（1人当たりの保険料賦課限度額は50万円です。）。

「後期高齢者医療制度」って？
平成20年4月からはじまる平成20年4月からはじまる

後期高齢者医療制度の保険料
≪平成20・21年度の保険料率≫ ≪医療費の財源構成図≫ 

≪保険料の計算方法≫ 

１人当たりの 

保険料額 
所得割額 
（前年中の総所得金額－ 
基礎控除33万円）×7.15％ 

応じて負担します 

均等割額 
１人につき 
35,300円 

均等に負担します 

＝ ＋ 

保険料率 

所得割率 

均等割額 

7.15％ 

35,300円 1割 4割 5割 

窓口自己 
負担額 

保険料 支援金（若年者の保険料） 公費（国・県・市町村） 

総 医 療 費 

医療給付費 
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11  H20.1広報聖籠

2．保険料の軽減制度・・・下記に該当する方は、保険料が軽減されます。
（申請不要）

◎所得の低い方の軽減制度
均等割額の軽減・・・ 世帯の所得状況に応じて「均等割額」が軽減されます。

軽減割合は、同一世帯内の加入者および世帯主(加入者でない方も含む)の
合計所得金額をもとに、下表の基準により判定します。

◎制度加入前日まで社会保険の被扶養者であった方の軽減制度
所得割額と均等割額の軽減・・・制度加入時から2年間「所得割額」と「均等割額」が軽減されます。
なお、平成20年4月から平成21年3月までの軽減内容は、高齢者医療に係る「凍結策」として特例で定めら

れました。

その他・・・地震や風水害などで被害を受けた方は、申請をして認められると保険料の減免が受けられる場合も
ありますので、役場までお問い合わせください。

≪軽減対象判定基準≫

均等割額
軽減割合

7 割軽減

同一世帯内の加入者および世帯主の合計所得金額

5 割軽減

2 割軽減

33万円以下の世帯

33万円＋（世帯主を除く加入者数×24万5千円）以下の世帯

33万円＋（加入者数×35万円）以下の世帯

適用期間

加入時から２年間

所得割額

平成20年10月～平成21年3月

平成20年 4月～平成20年 9月

かかりません

特
例

均等割額

0 円

軽減内容 軽減後の金額 軽減内容 軽減後の金額

かかりません 0 円

かかりません 0 円

5 割軽減 17,600 円

かかりません 0 円

9 割軽減 1,700 円

3．保険料額のめやす
新潟県内後期高齢者の１人あたりの保険料年額の平均は、およそ53,000円となります。

≪保険料のめやす≫

適用期間

（ア）公的年金収入79万円で単身の場合
（均等割額７割軽減に該当）

所得割額

（ウ）夫：公的年金収入250万円
妻：公的年金収入200万円の場合

（イ）公的年金収入208万円で単身者の場合

均等割額

0 円

39,300 円

夫分 69,300 円

年額保険料

妻分 33,600 円

10,500 円

35,300 円

35,300 円

35,300 円

10,500 円

74,600 円

104,600 円

68,900 円

お問い合わせ　 町民課保険係 蕁27－2111（内線115）

※ 軽減判定時の年金所得計算方法　　年金収入 － 公的年金等控除 － 特別控除（15万円） ＝ 年金所得
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ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
き
ま
す
。

・
発
進
時
は
、
ブ
レ
ー
キ
か
ら
足

を
離
し
た
ら
、
一
呼
吸
お
い
て

か
ら
徐
々
に
ゆ
っ
く
り
と
ア
ク

セ
ル
を
踏
み
込
む
（「
ふ
ん
わ

り
ア
ク
セ
ル
ｅ
｜
ス
タ
ー
ト
」）。

・
５
秒
で
、
20
km/

時
ま
で
加
速

が
目
安
。

・
発
進
時
は
２
、
３
台
先
に
止
ま

っ
て
い
る
車
の
動
き
、
信
号
の

変
化
な
ど
に
注
意
し
て
、
出
遅

れ
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
！

④
走
行
時
は
ア
ク
セ
ル
一
定
、
周

り
の
状
況
に
も
目
を
く
ば
る

加
速
・
減
速
の
繰
り
返
し
は
燃

費
を
悪
く
し
ま
す
。
信
号
や
工
事

箇
所
で
も
道
路
の
先
の
状
況
を
早

め
に
確
認
し
、
で
き
る
だ
け
ア
ク

セ
ル
の
踏
み
加
減
を
一
定
に
保
っ

て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
減
速
時
は
燃
費
の
稼
ぎ
時
、
早

め
の
ア
ク
セ
ル
O
F
F
を
！

減
速
時
、
ア
ク
セ
ル
を
離
せ
ば

燃
料
の
消
費
は
グ
ー
ン
と
減
り
ま

す
。

・
道
路
の
先
を
見
て
停
止
す
る
位

置
が
予
測
で
き
た
ら
、
適
当
な

位
置
で
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離

し
、
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
で
減

速
す
る
。

・
停
止
位
置
よ
り
手
前
で
失
速
し

て
し
ま
い
再
加
速
、
何
て
こ
と

が
な
い
よ
う
、
自
分
の
車
の
減

速
の
具
合
は
良
く
確
認
し
て
お

く
。

⑥
停
車
時
は
、
な
る
べ
く
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
！

停
車
し
て
い
て
も
、
エ
ン
ジ
ン

が
か
か
っ
て
い
れ
ば
燃
料
は
消
費

さ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
あ
る
程
度

の
時
間
、
停
車
す
る
と
き
は
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
を
し
ま
し
ょ
う
！

⑦
運
転
以
外
で
も
で
き
る
燃
費
U

P
術エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
と
言
っ
て
も
、

運
転
術
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
外
に
も
で
き
る
こ
と
が
色

々
あ
り
ま
す
。

・
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
低
い
と
余

計
な
燃
料
を
消
費
す
る
の
で
、

空
気
圧
は
適
正
に
。

・
不
要
な
荷
物
を
積
み
っ
ぱ
な
し

に
す
る
と
、
加
速
時
に
か
か
る

抵
抗
が
増
え
、
燃
料
消
費
が
多

く
な
る
の
で
、
必
要
な
時
以
外

は
車
か
ら
降
ろ
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

・
エ
ア
コ
ン
を
使
う
と
多
く
の
燃

料
を
消
費
し
ま
す
。
設
定
温
度

に
気
を
つ
け
、
温
め
す
ぎ
、
冷

や
し
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

（
で
も
、
我
慢
は
禁
物
！
無
理
し

な
い
程
度
が
、
長
続
き
の
秘

訣
）。

●
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
燃
費
Ｕ
Ｐ
を

目
指
そ
う
!!

人
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
約
10
〜
20
％
燃
費
が
向
上
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
の
た
め
、お
財
布
の
た
め
、

み
ん
な
で
燃
費
U
P
の
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
!!

ガ
ソ
リ
ン
値
上
げ
の
折
り
　
環

境
だ
け
で
な
く
お
財
布
に
も
優

し
い

”
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
“
は
じ

め
ま
せ
ん
か
？

●
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
お
得
!?

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
車
の
燃
費

の
良
く
な
る
様
々
な
運
転
手
法
を

実
践
し
、
燃
料
の
消
費
量
を
減
ら

す
こ
と
で
排
気
ガ
ス
の
排
出
を
抑

え
る
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
役
立

つ
環
境
に
や
さ
し
い
運
転
術
で

す
。で

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
燃
費
が
良
く
な
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
分
、
か
か
る
お
金

も
減
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、

お
財
布
に
も
優
し
い
運
転
術
な
ん

で
す
！

●
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
っ
て
難
し
い
？

「
環
境
や
家
計
に
優
し
い
っ
て

言
う
け
ど
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
っ
て

難
し
い
ん
じ
ゃ
？
」
と
思
う
人
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は

簡
単
！

そ
の
時
々
の
走
行
パ
タ
ー
ン
に

合
わ
せ
た
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
、
誰
で
も
簡
単
に
実
践
で
き
ま

す
。

●
誰
で
も
で
き
る
簡
単
！
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ

①
走
行
パ
タ
ー
ン
に
応
じ
た
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ

車
は
発
進
、
巡
航
、
減
速
、
停

止
の
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返

し
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
パ
タ
ー
ン
ご
と
に
効
果
的

な
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
コ
ツ
が
あ

り
、
そ
れ
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ

て
い
く
だ
け
で
、
効
果
的
な
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
に
な
り
ま
す
。

②
先
ず
は
正
し
い
運
転
姿
勢
を

正
し
い
運
転
姿
勢
は
、
シ
ー
ト

の
前
後
位
置
と
足
の
位
置
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
。
微
妙
な
ア
ク
セ
ル

ワ
ー
ク
の
た
め
に
も
と
て
も
大
事

で
す
。

・
深
く
腰
掛
け
お
尻
は
シ
ー
ト
に

密
着
さ
せ
る

・
か
か
と
は
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
の

近
く
に
く
る
よ
う
に

・
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
ん

だ
時
に
、
膝
に
軽
く
余
裕
が
残

る
く
ら
い
に

・
シ
ー
ト
の
調
整
は
多
少
の
ゆ
と

り
を
も
っ
て
、
窮
屈
に
な
ら
な

い
よ
う
に

③
発
進
は
一
呼
吸
お
い
て
「
ふ
ん

わ
り
ア
ク
セ
ル
ｅ
｜
ス
タ
ー
ト
」
で

燃
料
消
費
の
約
４
割
が
発
進

時
、
こ
こ
を
改
善
す
る
だ
け
で
も

お問い合わせ
役場生活環境課
蕁27ー1962（直通）

誰
で
も
で
き
ま
す
!!

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

発進時
停止時

減速時

巡航時 燃料の使用割合（％）
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交 通 
安 全 
交 通 
安 全 
vol.69

交通安全に関することは
役場生活環境課

蕁27ー1962（直通）

不
幸
に
し
て
交
通
災
害
に
遭
わ

れ
た
場
合
、
交
通
災
害
共
済
加
入

者
（
会
費
年
間
一
人
５
０
０
円
）

は
実
治
療
日
数
７
日
以
上
の
傷
害

か
ら
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

請
求
、
相
談
は
役
場
生
活
環
境
課

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん

こ
れ
か
ら
も
無
事
故
で
！

｜
高
齢
者
交
通
安
全
研
修
会
開
催
｜

町
と
交
通
安
全
協
会
聖
籠
支

部
、
交
通
安
全
母
の
会
で
は
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図

る
た
め
毎
年
、
高
齢
者
交
通
安

全
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
聖
海
荘
で
11
月
14
〜
16

日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
約
３

７
０
名
の
高
齢
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

研
修
で
は
、
高
齢
者
事
故
の

実
態
と
特
徴
、
明
る
い
服
装
や

反
射
材
の
効
果
、
交
通
ル
ー
ル

の
大
切
さ
を
講
話
や
寸
劇
な
ど

で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
母
の
会
の
み
な
さ
ん

が
参
加
者
の
靴
に
反
射
材
シ
ー

ル
を
貼
っ
た
り
、
反
射
材
を
使

っ
た
グ
ッ
ズ
も
紹
介
し
た
り
し

て
、
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
災
害
共
済
加
入
者
の
み
な
さ
ん

見
舞
金
の
請
求
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

｜
交
通
災
害
に
よ
る
共
済
見
舞
金
は
、

実
治
療
日
数
７
日
以
上
で
請
求
で
き
ま
す
｜

請
求
期
間
は
交
通
災
害
を
受
け

た
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
で

す
。※

１
年
を
経
過
し
た
場
合
は
請

求
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

13  H20.1広報聖籠

平成19年

平成18年

増　減

5

18

－13

0

0

0

5

27

－22

91

89

＋2

0

1

－1

122

130

－8

発生
件数

死者数 傷者
発生
件数

死者数 傷者

11月 1 月～11月
区分年町の交通事故

発生状況

対象となる交通機関

自動車、オートバイ、自転車など

対象となる交通事故の範囲

汽車、電車、モノレールなど

身体障害者用車いす

道路上で交通に伴う衝突、転落、接触等による人身事故。

鉄道路線で交通に起因した事故。（人の死傷が伴うもの）

道路で交通に伴う衝突、転落、接触等による人身事故。

◆対象となる交通災害

交通事故に遭ったら警察署に事故の届出をしましょう。
（交通事故証明書がない場合の見舞金額は70,000円が限度です）
※実治療日数とは、入院日数と実際に通院治療を受けた日数のことです。

加入者数

見舞金支払件数

8,889人（加入率63.11％）

見舞金支払金額

23 件

1,480,000円（平均一人約64,000円）

◆平成19年度の加入・支払状況（11月30日現在）

自転車での事故や
自損事故も対象に
なりますよ
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日本国内に住所がある、20歳以上60歳未満の方は、必ず国民年金に加入し保険料を納めます。 

保険料は、２０歳から６０歳までの４０年間納めます。 
毎月の保険料は、翌月の末日までに納付することになっています。 
同じ国民年金保険料でも、口座振替や前納をすると保険料の割引がありお得です。 
申し込みは簡単ですので、お住まいの市町村役場か最寄りの社会保険事務所にてご相談ください。 

※保険料を未納のまま放っておいたり、申請手続きが遅れたりすると、 
　万一の場合の「障害基礎年金」などが受けられない場合があります！ 

○ 免除の申請に必要なもの 
印鑑、本人確認できるもの（免許証または健康保険証）、学生証（学生の場合） 

国民年金保険料の額（平成１９年４月から平成２０年３月まで） 

1ヶ月　14,100円 

お支払いが困難な場合には、学
生納付特例制度や保険料免除
制度などがあります。 

自営業・農林漁業・学生・フリー
アルバイター・無職の方などで
２０歳以上６０歳未満の方 

勤務する事業所を通して
加入する年金です。年金
額も基礎年金に上乗せ
されます。 
（厚生年金・共済組合） 

厚生年金、共済組合がまとめて
支払っています。 

厚生年金や共済組合に加入して
いる会社員や公務員などで就
職時～６５歳未満の方 
※６５歳以上の加入者について
は、老齢・退職年金の受給資格
を有していない方に限ります。 

国民年金保険料は、配偶者の加
入している年金制度が負担しま
すので、個人で納める必要はあ
りません。 

第２号被保険者に扶養されてい
る配偶者（夫または妻）で２０歳
以上６０歳未満の方 

会社員・公務員 
　　　　 など 

保険料の 
納め方 

２０歳以上６０歳未満のす
べての方が加入します。
年金のベースになって
いる部分です。（基礎年
金） 

広報聖籠 H20.1 14

お問い合わせ　 聖籠町役場　町民課　国民年金担当 蕁27－2111（内線112）
新発田社会保険事務所　　　　　　 蕁23－2120
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日

保
毎
同
申

お
生
制

自
ア
２

保険
納め

15  H20.1広報聖籠
日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

ふ
る
さ
と
整
備
課

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
８
日
（
木
）

●
聖
籠
町
除
雪
対
策
協
議
会
開
催

降
雪
時
期
を
控
え
、
町
長
を
会

長
と
し
た
「
聖
籠
町
除
雪
対
策
協

議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
議
会
か
ら
議
長
を

は
じ
め
９
名
、
新
発
田
警
察
署
１

名
、
新
潟
北
警
察
署
１
名
、
町
消

防
団
か
ら
団
長
は
じ
め
３
名
と
広

域
消
防
聖
籠
分
署
長
の
計
16
名
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
今
年
の
除
雪
体
制
及

び
町
道
と
国
・
県
道
の
除
雪
計

画
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
は
除
雪
出
動
が
全

く
な
い
状
況
で
し
た
が
、
今
年

は
例
年
並
み
の
降
雪
予
報
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
各
委
員
か
ら

は
交
差
点
除
雪
に
つ
い
て
の
要

望
や
雪
の
置
き
場
所
に
対
す
る

注
意
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、
こ

の
冬
の
除
雪
に
つ
な
が
る
貴
重

な
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
来
る
べ
き

冬
将
軍
に
備
え
万
全
な
体
制
を

整
え
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
町
内
の
公
園
ト
イ
レ
を
一
部

閉
鎖
し
ま
す

冬
期
間
、
町
内
の
い
く
つ
か

の
公
園
内
ト
イ
レ
施
設
を
水
道

管
の
凍
結
防
止
対
策
と
し
て
閉

鎖
い
た
し
ま
す
。
利
用
者
の
方

に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
。
３
月
に
な
り
ま
し
た
ら

再
び
利
用
で
き
る
よ
う
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
総
合
計
画
に
基
づ
く
実
施
計

画
を
策
定
し
ま
し
た

実
施
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
の
た
め
の
行
政
運
営
指
針
で

あ
る
第
３
次
総
合
計
画
の
、
基
本

計
画
で
体
系
化
し
た
各
施
策
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
く
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。

重
要
度
・
緊
急
度
な
ど
を
総
合

的
に
考
え
合
わ
せ
な
が
ら
、
３
年

間
の
事
業
内
容
を
年
度
別
に
ま
と

め
た
も
の
で
、
今
回
の
計
画
期
間

で
あ
る
平
成
19
年
度
〜
21
年
度
に

お
け
る
行
政
運
営
や
予
算
編
成
の

指
針
と
な
り
ま
す
。

12
月
18
日
（
火
）

●
聖
籠
町
民
生
委
員
児
童
委
員

辞
令
交
付
式
及
び
退
任
式

３
年
任
期
の
民
生
委
員
児
童
委

員
の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
新
任
者

７
名
並
び
に
再
任
者
16
名
の
辞
令

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長

か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
県
知

事
か
ら
の
委
嘱
状
が
、
一
人
ひ
と

り
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
３

年
間
の
任
期
中
、
地
域
の
人
た
ち

が
生
き
生
き
と
元
気
に
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

11
月
26
日
（
月
）

●
第
11
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定

例
会
開
催

・
学
力
向
上
対
策

・
児
童
生
徒
の
安
全
対
策

・
給
食
費
の
未
納

・
図
書
館
施
設
環
境
の
充
実

以
上
の
４
項
目
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
ま
し
た
。

11
月
26
日
（
月
）

●
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
20
期
第
　

９
回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

所
有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い

て
・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

利
用
権
設
定
申
出
審
査
に
つ
い

て以
上
の
３
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

総
　
務
　
課

農
業
委
員
会

町
　
民
　
課

●
平
成
20
年
４
月
よ
り
は
じ
ま

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
説

明
会
を
開
催

平
成
19
年
11
月
14
日
〜
16
日

に
聖
海
荘
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
高
齢
者
交
通
安
全
研
修
会
で
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
新
た
に
施

行
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
情
報
が
入
り
次
第
広
報
活

動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

保
健
福
祉
課

ま
た
、
今
ま
で
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た

７
名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年

の
ご
労
苦
に
対
す
る
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
の
感
謝
状
が
、
町
長
か
ら

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
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広報聖籠 H20.1 16
日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

I N FORMAT ION

INFORMATION

I N FORMAT ION

お問い合わせ先 
町   役   場　　蕁27－2111 
町 民 会 館　　蕁27－2121 
図   書   館　　蕁27－6166 
保健福祉課（保健福祉センター内） 
　　　　　　　蕁27－6511 
診   療   所　　蕁27－1234

1 月 の 行 事
《保健福祉事業》

ところ　保健福祉センター

◆行政相談
８日（火）午前９時30分～
役場総務課（内線２２３）

◆乳幼児健康診査・各種学級
○育児学級
８日（火）午後１時30分～
○マタニティーママの

リフレッシュ教室
15日（火）午前９時30分～
○２歳児親子歯科検診
21日（月）午後１時15分～
○３歳児健診
24日（木）午後１時15分～
○乳児健診
25日（金）午後１時15分～
◆各種予防接種
（受付は午後１時10分～）
○ポリオ予防接種
９日（水）午後１時40分～

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
９日（水）、16日（水）
午後１時～
◆弁護士相談（要予約）
24日（木）

町社会福祉協議会
蕁２７－６７６７

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

１
月

１
日
・
年
頭
の
挨
拶
（
ざ
ぶ
〜
ん
館
）

４
日
・
年
頭
の
挨
拶
（
役
場
・
社
会

福
祉
協
議
会
）

６
日
・
消
防
出
初
式

11
日
・
聖
籠
町
新
春
賀
詞
交
歓
会

12
日
・
新
潟
港
と
自
治
体
連
携
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

15
日
・
町
村
会
正
副
会
長
会
議
・
役

員
会

16
日
・
東
北
圏
広
域
地
方
計
画
意
見

交
換
会

17
〜
18
日
・
当
初
予
算
査
定

18
日
・
区
長
会
議

21
〜
22
日
・
当
初
予
算
査
定

26
日
・
東
京
新
潟
県
人
会
平
成
20
年

新
年
祝
賀
会

28
日
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
検

討
委
員
会

30
日
・
全
国
自
治
協
会
評
議
員
会
・

全
国
町
村
会
理
事
会

31
日
・
全
国
町
村
会
定
期
総
会

平
成
20
年
度

非
常
勤
職
員
登
録
の
お
知
ら
せ

｜
町
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
募
集
｜

貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。（
市
販
の
履
歴
書
で

も
可
）

☆
提
出
先

役
場
総
務
課
・
総
務
管
理
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
提
出
期
限

平
成
20
年
２
月
29
日
（
金
）

提
出
期
限
以
降
は
そ
の
都
度

登
録
し
ま
す
。

☆
雇
用
条
件

給
与
・
勤
務
条
件
等
は
「
聖

籠
町
非
常
勤
職
員
取
扱
要
綱
」

に
よ
り
ま
す
。

☆
登
録
の
有
効
期
限

登
録
の
有
効
期
限
は
１
年
で
す
。

役
場
総
務
課
総
務
管
理
係

蕁
２
７
｜
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
）

聖
籠
町
で
は
高
齢
者
の
生
活

安
定
を
図
る
た
め
に
生
活
支
援

金
（
月
額
１，
０
０
０
円
）
を
支
給

し
て
お
り
ま
す
。

支
給
の
対
象
と
な
る
の
は
、

聖
籠
町
に
住
ん
で
い
る
65
歳
以

上
の
方
で
、
次
の
全
て
の
条
件

を
満
た
し
た
方
と
な
り
ま
す
。

・
町
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

し
て
い
る
。

・
聖
籠
町
が
賦
課
す
る
租
税
等

（
税
金
・
水
道
料
金
等
）を
完
納

し
て
い
る
。

・
平
成
18
年
の
収
入
が
27
万
円

未
満
で
あ
る
。

・
生
活
保
護
の
受
給
者
で
は
な

い
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

入
所
者
で
は
な
い
。

支
給
の
対
象
に
な
る
と
思
わ

れ
る
方
は
聖
籠
町
保
健
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
印
鑑
、
振
込
先
が
確

認
で
き
る
も
の（
預
金
通
帳
等
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
を
ご

持
参
の
う
え
、
平
成
20
年
３
月
３

日（
月
）ま
で
に
聖
籠
町
保
健
福

祉
課
（
聖
籠
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
に
お
い
て
支
援
金
の
申
請

を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
審
査
結
果
は
後
日
お

知
ら
せ
し
、
支
給
決
定
さ
れ
た

場
合
は
３
月
末
に
指
定
さ
れ
た

口
座
に
お
振
込
み
い
た
し
ま
す
。

聖
籠
町
保
健
福
祉
課
福
祉
係

蕁
２
７
｜
６
５
１
１

聖
籠
町
で
は
、
町
で
働
く
こ

と
を
希
望
さ
れ
る
臨
時
職
員
及

び
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
の
登
録

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
方
か
ら
、
臨
時

職
員
・
パ
ー
ト
職
員
等
を
必
要

の
都
度
雇
用
い
た
し
ま
す
。
平

成
20
年
度
（
平
成
20
年
４
月
１

日
か
ら
）
の
募
集
を
行
い
ま
す
の

で
こ
の
機
会
に
是
非
登
録
し
て

み
ま
せ
ん
か
！
（
登
録
職
種
に

よ
り
必
ず
雇
用
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

☆
登
録
職
種

事
務
職
、
保
育
士
、
看
護
師
、

用
務
員
、
運
転
員
、
介
助
員
、

調
理
師
、
管
理
人
等
・
・
・

☆
登
録
の
方
法

町
の
指
定
し
た
履
歴
書
（
写
真

聖
籠
町

高
齢
者
生
活
支
援
金
の
お
知
ら
せ
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17  H20.1広報聖籠
日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

入　札　結　果
入札日　平成19年11月12日～12月７日

件　　　　　名　　　 契約額（円） 業　者　名

1

2

3

4

5

6

7

納入完了日又は工事
（委託）期間最終日

1,522,500

1,365,000

5,775,000

不調により随意契約
7,980,000

1,659,000

1,407,000

2,520,000

本間道路（株）
下越営業所

（有）北聖電気

（株）NIPPO
コーポレーション

（株）マルタケ

北越緑化（株）
聖籠営業所

（株）聖測
コンサルタント

（株）市川組

平成19年12月22日

平成19年12月22日

平成20年１月24日

議会可決日より60日

平成20年２月25日

平成20年３月21日

平成20年２月７日

網代浜加治川線舗装補修
（その２）工事

消雪パイプ保守点検業務
委託

舗第4号　網代浜榎7号線
道路舗装工事

超音波診断装置購入

松くい虫被害木伐倒駆除
作業委託（No.2）

路第1号寺島網代浜線道
路路線測量業務委託

スポアイランド聖籠下水道
接続工事

去る平成19年10月15日～23日に実施しました胸部レントゲン検診
の結果が出ました。異常のあった方へはすでに連絡を差し上げまし
た。連絡の無かった方は異常ありませんでしたので、お知らせいた
します。
保健福祉課保健衛生係保健師
蕁２７－６５１１

１月19日（土）午後１時30分～４時30分
聖籠町町民会館小ホール

■内　容
☆これまでの審議の経過と中間報告
☆質疑及び意見交換
☆講　演　会
講師　玉井　康之　様

（聖籠町家庭･地域教育審議会会長北海道教育大学教授）
聖籠町教育委員会では、平成19年４月に発足した聖籠町家庭・　
地域教育審議会の中間報告をフォーラム形式で開催いたします。
多数の皆様に参加していただき意見交換を行いたいと考えていま
す。ぜひ多数の皆様の参加をお願いします。
■参加申込：電話にて、聖籠町教育委員会学校教育課までお名前、

集落名を連絡してください。
蕁２７－１９５０
担当：学校教育課参事　三間まで
（担当者不在の場合は、学校教育課職員にお伝えください）
■締め切り：１月10日（木）

聖籠町家庭・地域教育審議会
フォーラムご案内

町胸部レントゲン検診を
受診された方へ

11月の届出
げんきなよい子

幸せ多い人生を

新郎・新婦　　　　　　 行政区

橋　大
だい

智
ち

さん
（小室） 妙

たえ

子
こ

さん

（ 橋） 研
けん

太
た

さん
大　澤　弘

ひろ

美
み

さん

齋　藤　桂
けい

介
すけ

さん
（涌井） あすかさん

諏　訪　泰
やす

広
ひろ

さん
（渡辺） 久美子

く み こ

さん

別　條

蓮　野

蓮　潟

杉谷内

｝
｝
｝

氏　名　　　 年齢　　行政区

渡　辺　乙
おと

吉
きち

さん（81歳） 網代浜

熊　倉　修
しゅう

二
じ

さん（61歳） 聖中ヶ丘

宮　下　　　功
いさお

さん（63歳） 次第浜

遠　藤　熊
くま

吉
きち

さん（77歳） 本大夫

橋　勝
かつ

子
こ

さん（62歳） 次第浜

宮　下　ス　イさん（88歳） 次第浜

堀　　　ヨ　スさん（92歳） 本大夫

神　田　フ　クさん（90歳） 丸　潟

本　間　ミ　ツさん（92歳） 本大夫

宮　下　義
よし

則
のり

さん（36歳） 次第浜

佐　野　石
いし

次
じ

さん（83歳） 網代浜

五十嵐　宏
こう

衛
えい

さん（75歳） 藤　寄

ごめいふくをお祈りします

出 生

婚 姻

死 亡

（注１）届出の際にご承諾の押印をいただいた方のみ
掲載しております。

（注２）略した文字で掲載してあります。
戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

赤ちゃん　　　 保護者　　 行政区

悠平
ゆうへい

ちゃん（眞田　利靖）藤　寄

香佑
こ う

ちゃん（小林　正規）藤　寄

萌
もえ

果
か

ちゃん（吉井　伸明）丸　潟

月羅
る ら

ちゃん（ 松　　彰）亀　塚

蔵人
くらうど

ちゃん（伊藤　雅和）蓮　潟

紫月
し き

ちゃん（田村　　隆）次第浜

友
ゆう

ちゃん（渡辺　幸則）亀　塚

昇生
しょうせい

ちゃん（ 橋　隼人）亀　塚

結衣
ゆ い

ちゃん（増子　恭直）東　山

幸恵
ゆ め

ちゃん（山田　裕司）別　條

未
み

來
らい

ちゃん（小野　友和）蓮　潟

乃愛
の あ

ちゃん（渋谷　隼人）次第浜

翔輝
しょうき

ちゃん（本間美由紀）大夫興野

優
ゆう

愛
あ

ちゃん（渡辺　亮太）亀　塚

慶
けい

悟
ご

ちゃん（小柳　　洋）山大夫

｝

蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆蟆
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高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて高齢者医療制度の見直しについて
今般「与党高齢者医療制度に関するプロジェクトチーム」において高齢者医療制度
について次のように取りまとめられ、政府としても実施することとされましたのでそ
の内容をお知らせします。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
（
第
８
回
特
別
弔
慰
金
）

の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
は
・
・

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

１．
支
給
対
象
・
・
・

戦
没
者
等
の
　

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
兄
弟

姉
妹
、
三
親
等
内
の
親
族
（
戦
没

者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
生
計
を
有
し
て
い
た
方
）

の
う
ち
先
順
位
者
お
一
人
。

２．
支
給
内
容
・
・
・
額
面
40
万
円
、

10
年
償
還
の
記
名
国
債

３．
請
求
窓
口
・
・
・
お
住
ま
い
の

市
町
村
役
場
の
援
護
担
当
窓
口

聖
籠
町
で
は
、
平
成
19
年
11
月

末
現
在
に
お
い
て
２
５
７
件
の
請

求
を
受
け
付
け
、
そ
の
う
ち
２
５

５
件
の
国
庫
債
券
受
け
渡
し
を
完

了
し
ま
し
た
。

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
ご
遺

族
の
方
は
、
平
成
20
年
３
月
31
日

ま
で
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
!!

期
限
ま
で
に
請
求
さ
れ
な
い
場

合
は
時
効
と
な
り
ま
す
。

聖
籠
町
役
場
町
民
課
援
護
担
当

蕁
２
７
｜
２
１
１
１（

内
線
１
１
２
）

新
潟
県
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室

蕁
０
２
５
｜
２
８
０
｜
５
１
８
０

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
8
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か
？

つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
日
の
属

す
る
月
か
ら
２
年
間
、
被
保
険
者

均
等
割
を
５
割
軽
減
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
措
置

は
そ
れ
に
加
え
て
行
う
も
の
で

す
。

【
対
象
者
】

75
歳
以
上
の
方
（
注
２
）
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な

る
日
の
前
日
（
平
成
20
年
３
月
31

日
又
は
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
）

に
お
い
て
被
用
者
保
険
（
注
３
）

の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
方

（
注
２
）
65
〜
74
歳
で
一
定
の
障

害
認
定
を
受
け
た
方
を
含
み
ま

す
。

（
注
３
）
政
府
管
掌
健
康
保
険
や

企
業
の
健
康
保
険
、
公
務
員
の
共

済
組
合
等
の
健
康
保
険
で
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
は
該
当
し
ま
せ

ん
。役

場
町
民
課
保
険
係

蕁
２
７
｜
２
１
１
１

（
内
線
１
１
７
）

70
歳
〜
74
歳
の
方
（
注
１
）
の
窓

口
負
担

平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
３

月
ま
で
の
一
年
間
窓
口
負
担
が

「
１
割
」
に
据
え
置
か
れ
ま
す

平
成
18
年
の
制
度
改
正
で
は
70

歳
〜
74
歳
の
方
の
窓
口
負
担
に
つ

い
て
は
平
成
20
年
４
月
か
ら
「
２

割
負
担
」
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
た
も
の
を「
１
割
負
担
」

に
据
え
置
く
も
の
で
す
。

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
で
70
歳
〜
74
歳
の
方
に
つ
い
て

は「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

を
平
成
20
年
３
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

（
注
１
）
現
役
並
み
所
得
者
な
ど

で
既
に
３
割
負
担
を
頂
い
て
い
る

方
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

象
と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受

け
た
方
は
除
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る

75
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
保
険
料

に
つ
い
て

次
の
対
象
者
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
お
け
る
保
険
料
に
つ
い

て
平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
６
か
月
間
は
無
料
と
な
り
、
平

成
20
年
10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月

ま
で
の
６
か
月
間
は
被
保
険
者
均

等
割
が
９
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な

り
ま
す
。

平
成
18
年
の
制
度
改
正
で
は
、

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
方
に

町教育委員会では、今年の４月から町内
の小学校、中学校へ入学する児童・生徒の
保護者の皆さんに、入学期日および学校名
等を１月末日までに郵送で通知します。
通知書が届かない、または通知書内容に

異動や誤りがある場合は至急教育委員会
（学校教育課）へご連絡ください。
○小学校新入学児童
平成13年４月２日から平成14年４月１日

までに生まれた人。
○中学校新入学生徒
平成７年４月２日から平成８年４月１日

までに生まれた人。

町教育委員会学校教育課
蕁２７－２１１１（内線３０３）

※１月末までに届かない場合はご連絡くだ
さい。

小・中学校の
入学通知書をお届けします

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 
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最近の就職活動では、企業情報収集を始
め、企業への応募や連絡などWebやメール
で行うことが多く、ITツール活用力が必須
となっています。
WebやメールなどのITツールを利用しな

がら、コミュニケーション能力やビジネス
マナー等を訓練し、早期に就職できる能力
を講習で身につけます。
求職者（概ね35歳以下）

■受講期間（各５日間、30時間）
①１月28日（月）～２月１日（金）
②３月10日（月）～３月14日（金）
■募集締切（開始日の２週間前まで）
①１月15日（火）まで
②２月25日（月）まで
■定　員 各15名ずつ
■受講料 無料（ただし、教材費など2,000

円程度の個人負担があります。）
■資格取得 厚生労働省若年者就職基礎能

力習得証明書
■講習内容 IT時代のコミュニケーション

能力、Web2.0時代の就職活動
など

■実施場所 ビジネス・インターネットカレッ
ジ新潟校（新潟市中央区南笹口）

県立新潟テクノスクール
蕁０２５－２４７－７３９７

総務省統計局では、10月１日現在で「平成20年住宅・土地
統計調査」を実施します。
この調査の結果により、日本の住宅の数、住宅の種類や設

備、居住している世帯の状況、土地の保有状況など私たちの
住生活に関するさまざまなことがわかります。
そこで、この調査が今年の10月に行われることを多くの人

に知ってもらい、調査が円滑に実施できるよう、調査のイメ
ージにあった標語（キャッチコピー）を募集します。
入選作品（特選１点、佳作３点）には、賞状と記念品を授与

します。
なお、入選作品について、著作権法に規定するすべての権

利を総務省統計局に無償で譲渡するものとします。
【応募方法】
・応募は、一人一点とし、未発表で、自作のものに限ります。
（作品の返却はしません。）
・応募作品に、氏名、性別、年齢、住所、電話番号、職業（小・
中・高生は学年）を明記してください。

【応募先】
①はがき　〒162-8668   東京都新宿区若松町19-1
総務省統計局国勢統計課　住宅・土地調査広報担当

②電子メール　　housing-land＠stat.go.jp
③「とうけいプラザ」(東京タワービル4F)の応募用紙

【応募締切】平成20年２月11日（月）当日必着
総務省統計局国勢統計課　住宅・土地調査広報担当
蕁０３－５２７３－１１５５
詳しくは、統計局HP http://www.stat.go.jp/ へ

＜参考　前回の特選作品＞
夢がある　家・まち・くらし　調査から
☆☆☆　皆様からの応募をお待ちしています　☆☆☆

「平成20年住宅･土地統計調査」の
標語（キャッチコピー）を募集します！

Web2.0時代の就活力を身に付ける!

IT活用就職能力習得コース
受講者募集

●●「はたちの献血」キャンペーン実施中●●
新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心として広く各層への献血思想の普及と献血者が減少し

がちな冬季における献血者の確保を図ることを目的に、１月１日から２月29日まで全国一斉に「はたち
の献血」キャンペーンが実施されています。
血液製剤の多くは高齢者の医療に使われています。また、献血者は20歳代を中心に50歳未満の若い

世代が大半を占めています。今後、少子高齢化により血液の需要が増加する一方で、献血可能人口が減
少し、必要とされる血液が不足することが予想されています。
血液は人工的に作ることができません。皆様の善意で献血にご協力をお願いします。
県内では、献血バスが各市町村を巡回しているほか、３か所の献血ルームで毎日受け付けを行ってい

ますので、是非お立ち寄りください。
血漿成分のみを採血する成分献血の場合、全血献血（200ml・400ml献血）に比べて、赤血球を体

にお返しするため、体への負担が軽くて済むとともに、より多くの血漿成分（400ml献血に比べて約
1.9倍）を献血することができます。

■ 期　　間
１月１日～２月29日

■ 実施機関 新潟県、市町村、日本赤十字社新潟県支部及び新潟県赤十字血液センター
新潟県福祉保健部医薬国保課　薬務係
蕁０２５－２８５－５５１１（内線２５５５）

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 
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1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日1月10日は110番の日

理
で
困
る
こ
と
は
、
通
報
内
容
か

ら
事
件
・
事
故
な
ど
の
現
場
が
特

定
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

現
場
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
県
内
の
市
町
村
名
を
答
え
、

次
に
地
点
を
特
定
で
き
る
付
近
の

コ
ン
ビ
ニ
店
、
バ
ス
停
、
交
差
点

等
を
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
の
ナ
ビ
機
能
で
「
現

在
地
」
が
特
定
で
き
る
場
合
は
、

目
標
物
な
ど
の
情
報
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

③
照
会
・
相
談
等
の
用
件
で
は

1
1
0
番
を
使
用
し
な
い
！

緊
急
性
の
な
い
運
転
免
許
、
落

と
し
物
な
ど
の
照
会
は
、
近
く
の

警
察
署
、
交
番
等
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
危
険
が
切

迫
し
て
い
な
い
相
談
等
は
、
次
の

専
用
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
警
察
本
部
・
け
い
さ
つ
相
談
室

蕁
０
２
５
｜
２
８
３
｜
９
１
１
０

蕁
♯
９
１
１
０

（
プ
ッ
シ
ュ
式
短
縮
番
号
）

④
1
1
0
番
は
、
地
元
の
警
察

署
に
は
か
か
ら
な
い
の
？

地
元
の
警
察
署
に
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
１
１
０
番
は
、
全
て
県
警

察
本
部
通
信
指
令
室
に
集
中
し
て

か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
発
田
警
察
署

蕁
２
３
｜
０
１
１
０

事
件
や
事
故
が
発
生
し
た
場
合

は
、
直
ぐ
に
１
１
０
番
し
て
く
だ

さ
い
。
１
１
０
と
ダ
イ
ヤ
ル
す

る
だ
け
で
通
信
指
令
室
に
つ
な
が

り
ま
す
。

通
信
指
令
室
の
警
察
官
か
ら
質

問
し
ま
す
の
で
、

「
何
が
あ
っ
た
」「
い
つ
」「
ど
こ

で
」「
犯
人
の
人
相
特
徴
」
等
を

落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
1
1
0
番
は
、
ど
ん
な
と
き

に
利
用
す
る
の
？

「
警
察
官
に
現
場
へ
す
ぐ
に
来

て
欲
し
い
」場
合
に
利
用
し
ま
す
。

★
ひ
っ
た
く
り
被
害
に
あ
い
、
犯

人
が
逃
げ
て
い
る
と
い
っ
た
と
き

★
家
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
出
て
行

く
不
審
な
者
を
見
た
と
き

★
交
通
事
故
で
被
害
者
を
助
け
ず

に
逃
げ
る
車
を
見
た
と
き

★
知
ら
な
い
人
か
ら
突
然
身
体
を

触
ら
れ
て
嫌
な
思
い
を
し
た
と

き
な
ど
緊
急
の
場
合
で
す
。

②
携
帯
電
話
か
ら
1
1
0
番
す

る
と
き
に
注
意
す
る
こ
と
は
な

に
？携

帯
電
話
か
ら
の
１
１
０
番
受

緊急時 頼れるあなたの 110番
安心の 警察相談 ＃9110

－上手な110番通報をお願いします－

★ 介護支援専門員  
★ 支援相談員  
★ 看護師・准看護師  
★ 介護職員 
 ●厨房職員（（株）仲フーズ採用） 

＜正職員・準職員・パート職員同時募集＞  
　経験者大歓迎 !! 未経験者も相談に応じます  
  ※ 随時、電話受理の上、追って面接日をご連絡致します 

TEL0254－28－0555　 
 FAX 0254－28－0556 
 Email  shiosai@polka.ocn.ne.jp 
社会福祉法人心友会 汐彩の郷開設準備室 

〒957-0105　聖籠町大字次第浜22街区1番  
「汐彩の郷」建設現場隣り   担当／石井・長谷部 

オープニングスタッフ募集 

介護老人保健施設 

汐彩の郷 汐彩の郷 
老健  ご入所者 
通所リハビリご利用者 

職　種 

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 
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守
備
を
見
せ
た
気
持
ち
の
入
っ

た
良
い
試
合
を
展
開
し
、
無
失

点
で
引
き
分
け
に
持
ち
込
み
、

残
留
を
大
き
く
手
繰
り
寄
せ
ま

し
た
。

来
季
も
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
で

戦
え
る
喜
び
を
感
じ
る
と
同
時

に
、
来
季
は
上
位
チ
ー
ム
と
互

角
以
上
に
戦
え
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
今
年
の
課
題
を
噛
み
締

め
、
今
年
最
後
の
大
会
と
な
る

第
29
回
全
日
本
女
子
選
手
権
に

む
け
て
、
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
で
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
す
。

12
月
22
日
（
土
）
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

で
お
こ
な
わ
れ
る
３
回
戦
で
当

た
る
の
は
来
季
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

１
へ
昇
格
す
る
東
京
電
力
マ
リ

ー
ゼ
で
す
。
来
季
に
向
け
て
絶

対
に
負
け
ら
れ
な
い
戦
い
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
聖
籠
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
で

日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で

い
る
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
ユ

ー
ス
（
18
歳
以
下
）、
ジ
ュ
ニ
ア

ユ
ー
ス（
15
歳
以
下
）
に
と
っ
て

も
今
年
は
飛
躍
の
年
に
な
り
ま

し
た
。
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
は
１
次

ラ
ウ
ン
ド
で
の
敗
退
と
は
な
り

ま
し
た
が
、
初
の
「
高
円
宮
杯

第
18
回
全
日
本
ユ
ー
ス(

Ｕ-

18)

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」
に
出
場

を
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｆ

大
野
和
成
選
手
と
Ｆ
Ｗ
長
谷
部

彩
翔
選
手
は
来
季
か
ら
の
ト
ッ

プ
チ
ー
ム
昇
格
が
決
ま
り
ま
し

た
。
下
部
組
織
出
身
の
選
手
の

レ
デ
ィ
ー
ス
は
1
部
残
留

決
定
！

ユ
ー
ス
、ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

に
と
っ
て
も
飛
躍
の
年
に
！

昨
年
モ
ッ
ク
な
で
し
こ
リ
ー

グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
２
で
優
勝
を

遂
げ
、
悲
願
の
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

１
昇
格
を
果
た
し
た
ア
ル
ビ
レ

ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
に
と

っ
て
、
昇
格
１
年
目
の
今
年
は

非
常
に
厳
し
い
戦
い
が
続
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
第
３
ク
ー
ル

に
入
る
ま
で
に
秋
田
国
体
で
の

経
験
や
、『
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
』

の
面
々
を
擁
す
る
強
豪
と
の
対

戦
を
経
て
、
戦
術
的
に
も
個
人

と
し
て
も
着
実
に
レ
ベ
ル
が
上

が
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
11
月

25
日
（
日
）
新
発
田
市
五
十
公
野

公
園
陸
上
競
技
場
で
お
こ
な
わ

れ
た
第
19
節
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
レ
オ
ネ
ッ

サ
戦
で
は
最
後
ま
で
粘
り
強
い

活
躍
は
、
現
在
プ
ロ
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
る
、
ス
ク
ー
ル

生
、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
、
ユ
ー

ス
の
選
手
の
励
み
に
な
る
だ
け

に
地
元
出
身
選
手
と
し
て
ぜ
ひ

活
躍
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
も

「
第
22
回
日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ

ッ
カ
ー
選
手
権(

Ｕ-

15)

大
会
」

と
「
高
円
宮
杯
第
19
回
全
日
本

ユ
ー
ス(

Ｕ-

15)

サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
」
の
両
全
国
大
会
に
初

出
場
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
ア
ル

ビ
レ
ッ
ジ
と
い
う
環
境
が
整
っ

た
地
元
の
施
設
を
基
盤
に
、
選

手
の
育
成
が
効
果
を
上
げ
て
い

く
こ
と
は
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
が
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
で
す
。
引
き
続
き
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
同
様
に
温
か
い
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
で
お

こ
な
わ
れ
た
記
者
会
見
で
鈴
木

監
督
は
「
続
投
す
る
こ
と
が
決

ま
り
非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

と
い
う
ク
ラ
ブ
に
は
サ
ポ
ー
タ

ー
と
と
も
に
日
々
大
き
な
目
標

に
ま
い
進
で
き
る
環
境
が
あ
り

ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
総
括
と

い
う
意
味
で
は
６
位
と
い
う
成

績
、
そ
れ
か
ら
勝
ち
点
50
と
い

う
目
標
を
達
成
で
き
て
非
常
に

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
い
い
と
き
も
悪
い
時
も
あ

り
ま
し
た
け
ど
、
一
貫
し
て
私

の
や
り
た
い
こ
と
は
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
戦

術
的
に
は
相
手
に
合
わ
せ
る
の

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
確
立

し
た
戦
術
を
持
つ
こ
と
が
す
ご

く
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。」
と
語
り
、
来
季
も

鈴
木
監
督
が
目
指
す
”
人
も
ボ
ー

ル
も
動
く
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
サ

ッ
カ
ー
“
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
更
に
上
の
成
績

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

アルビレックス
新潟情報!!
アルビレックス
新潟情報!!

目
標
の
7
位
以
内
は
達

成
！
来
季
は
更
な
る
飛
躍

を
！ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
12

月
１
日
（
土
）の
Ｊ
１
第
34
節
大

分
ト
リ
ニ
ー
タ
戦
を
も
っ
て
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
全
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。
結
果
は
15
勝
６
分

13
敗
（
勝
点
51
）
の
６
位
と
い
う
、

Ｊ
１
昇
格
４
年
目
に
し
て
最
高

の
順
位
で
終
え
、
シ
ー
ズ
ン
当

初
に
掲
げ
て
い
た
”７
位
以
内
“

と
い
う
目
標
も
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
１
年
間
の
温

か
い
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
鈴
木
淳
監
督
の
来
季

契
約
も
決
ま
り
、
継
続
し
て
更

に
上
を
目
指
す
た
め
の
準
備
を

着
々
と
進
め
て
お
り
ま
す
。
12

月
５
日（
水
）
に
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ

（写真・記事提供 アルビレックス新潟）
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

串
や
雑
煮
も
ふ
る
ま
わ
れ
、
訪
れ

た
皆
さ
ん
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
美
し
さ
と
味
覚
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
１
月
４

日（
金
）
ま
で
の
間
、
午
後
５
時

か
ら
10
時
ま
で
点
灯
し
て
い
ま

す
。ぜ

ひ
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
行
委
員
会
で
は
、
町
民

会
館
前
の
街
路
樹
約
２
０
０
ｍ

を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩

り
、
商
工
会
青
年
部
で
は
広

場
に
約
８
ｍ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
を
建
設
。
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
土
台
に
は
、
町
内

こ
ど
も
園
園
児
の
描
い
た
可

愛
ら
し
い
壁
画
も
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。

点
灯
式
に
は
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
約
５
０
０
人
の
大
勢

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
サ
ン
・
ニ

イ
・
イ
チ
・
点
灯
！
」
の
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
り
点
灯

さ
れ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

ツ
リ
ー
が
姿
を
現
す
と
会
場
の

皆
さ
ん
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
せ

い
ろ
う
少
年
少
女
合
唱
団
と
聖

籠
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
ク
リ
ス

マ
ス
に
合
わ
せ
た
合
唱
と
演
奏

を
披
露
し
点
灯
式
に
花
を
添
え

て
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
牛

中
国
留
学
生
の
み
な
さ
ん
と

食
文
化
交
流
会

ｌ
水
餃
子
づ
く
り
交
流

ｌ

町
で
は
、
中
国
黒
龍
江
省
か
ら

新
潟
大
学
な
ど
に
留
学
し
て
い
る

学
生
と
平
成
元
年
か
ら
各
種
交
流

事
業
を
行
い
、
友
好
関
係
を
深
め

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
12
月
１
日（
土
）、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
総
勢
40
名
が
参

加
し
「
水
餃
子
づ
く
り
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
留
学
生
の
皆
さ
ん

の
指
導
を
受
け
調
理
開
始
。
餃
子

の
皮
は
小
麦
粉
を
ね
っ
て
作
る
本

格
的
な
も
の
で
す
。
ね
っ
て
か
ら

皮
を
伸
ば
す
作
業
で
は
、
初
め
て

で
も
留
学
生
と
同
じ
く
ら
い
、
丸

く
き
れ
い
に
伸
ば
す
方
も
お
り
、

周
り
か
ら
驚
き
の
声
も
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

１
時
間
ほ
ど
の
調
理
で
出
来
上

が
っ
た
餃
子
を
み
ん
な
で
試
食
。

「
皮
が
プ
ル
プ
ル
で
お
い
し
い
」

「
食
べ
す
ぎ
た
」
な
ど
の
声
が
多
く

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
食
文
化

を
通
じ
て
国
際
交
流
を
体
験
し
、

良
い
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

※
中
国
の
家
庭
で
「
水
餃
子
」
は
、

年
越
し
か
ら
お
正
月
の
５
日
ま
で

朝
食
と
し
て
食
べ
る
習
慣
が
あ
り

ま
す
。
各
家
庭
で
味
は
そ
れ
ぞ
れ

違
い
、
そ
の
味
は
古
く
か
ら
受
け

継
が
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

町
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業
開
催
報
告

Ι
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
せ
い
ろ
う

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

〜
人
を
、
心
を
、
ま
ち
を

輝
か
そ
う

〜

町
民
会
館
前
に
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
く

町
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点

灯
式
が
11
月
25
日（
日
）、
町
制
施

行
30
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
と
町
商
工
会
青
年
部
の
共
催
、

Ｊ
Ａ
北
越
後
聖
籠
支
部
青
壮
年

部
と
町
電
設
組
合
の
協
力
に
よ

り
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式点灯式

聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー聖籠中学校吹奏楽部にインタビュー
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12
月
９
日（
日
）、
消
防
団
主
催

に
よ
る
団
員
を
対
象
と
し
た
救
急

救
命
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
は
、
人
口
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
心
肺
蘇
生
法
と
、
蘇
生

率
の
向
上
に
非
常
に
有
効
な
手
段

と
な
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
利
用
し

た
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
操
作
方

法
等
を
習
得
す
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
消
防
署
員
の
方
々
を

講
師
に
、
消
防
団
員
59
名
が
心
肺

蘇
生
法
、
除
細
動
器
、
止
血
法
、

小
児
の
救
命
方
法
な
ど
の
講
義
を

受
け
、
真
剣
に
実
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
団
員
か

ら
は
、「
非
常
に
自
分
の
た
め
に
な

っ
た
。」、「
い
ざ
と
い
う
時
に
身
近

な
人
を
助
け
た
い
。」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

消
防
団
で
は
、
３
３
０
名
を
数

え
る
消
防
団
員
が
地
域
で
の
火

災
・
水
難
・
交
通
事
故
な
ど
に
遭

遇
し
、
ま
さ
に
救
命
措
置
が
必
要

な
と
き
に
迅
速
、
適
切
に
対
処
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
救
急
救
命
講

習
会
を
実
施
し
、
救
命
救
急
の
知

識
、
技
能
の
よ
り
一
層
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

・
・
・
い
ざ
と
い
う
と
き
に
・
・
・

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に

ｌ
消
防
団
員
救
急
救
命
講
習
会

ｌ
日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

夢
い
っ
ぱ
い
運
動

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
一
役

商
工
会
青
年
部
で
は
、「
夢
い

っ
ぱ
い
運
動
」
と
題
し
て
３
年
前

か
ら
町
内
の
希
望
す
る
こ
ど
も

園
に
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト

ナ
カ
イ
役
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
に

協
力
し
て
い
ま
す
。

12
月
14
日（
金
）、
蓮
潟
こ
ど
も

園
で
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
サ
ン

タ
さ
〜
ん
」
の
掛
け
声
に
合
わ

せ
て
、
ソ
リ
に
山
積
み
さ
れ
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
共
に
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
と
ト
ナ
カ
イ
が
登
場
し
、

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
は
、
一
人
ひ

と
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
、

そ
の
中
身
は
お
家
に
帰
っ
て
か

ら
の
お
楽
し
み
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

ー
ル
を
す
る
時
は
、
部
員
16
名

の
車
に
「
こ
ど
も
見
守
り
隊
」
と

書
か
れ
た
黄
色
い
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
を
貼
り
、
緊
急
避
難
場

所
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

町
商
工
会
青
年
部
の
齋
藤
部

長
は
、「
青
年
部
で
も
地
域
と
共

に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は

●
不
審
者
に

・
声
を
か
け
ら
れ
た

・
後
を
つ
け
ら
れ
た

・
車
に
乗
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ

た
●
具
合
が
悪
い
　
な
ど

の
と
き
、「
こ
ど
も
見
守
り
隊
」

の
車
を
見
つ
け
た
ら
い
つ
で
も

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

聖
籠
町
商
工
会

蕁
２
７
｜
２
０
７
８

全
国
の
商
工
会
青
年
部
が
社

会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、

自
主
的
な
防
犯
活
動
を
行
い
、

近
年
多
発
し
て
い
る
児
童
を
対

象
と
し
た
悪
質
か
つ
凶
悪
な
犯

罪
防
止
に
努
め
、
安
全
な
地
域
づ

く
り
に
貢
献
す
る
た
め
「
こ
ど
も

見
守
り
隊
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

町
商
工
会
青
年
部
も
昨
年
12

月
か
ら
警
察
、
小
中
学
校
、
町
行

政
機
関
と
連
携
し
防
犯
パ
ト
ロ

社
会
貢
献
事
業
「
こ
ど
も
見
守
り
隊
」

ｌ
黄
色
い
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

の
車
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ｌ

商
工
会
青
年
部このシールの車にSOS
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町の宝
で～す

11月の
乳児健診から

標
　
語

消
費
税

未
来
を
支
え
る

大
事
な
税

｜
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
｜

中
学
生
を
対
象
と
し
て
、
国
税

局
で
は
毎
年「
税
に
関
す
る
標
語
」

を
募
集
し
て
お
り
、
平
成
19
年
度

は
聖
籠
中
学
校
の
生
徒
か
ら
１
９

１
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
二
宮
美
紀
さ
ん

と
高
橋
菜
摘
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
、
中
学
生

の
税
へ
の
関
心
と
納
税
者
の
納
税

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
聖
籠
中
学
校
と
聖
籠
町
役
場

税
務
財
政
課
脇
に
掲
示
し
て
お
り

ま
す
。

標
　
語

税
金
を

納
め
て
安
心

み
ん
な
の
暮
ら
し

元気に育ってね！
この写真は保健福祉センターで

行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

中村　拓
たく

人
と

ちゃん 長谷川めい
　

ちゃん

齋藤　鈴笑
り ら

ちゃん 高橋　蒼
あお

依
い

ちゃん

高松　七葉
かずは

ちゃん 坂上　涼太
りょうた

ちゃん

高松　弘
ひろ

翔
と

ちゃん 海津　悠
ゆう

生
き

ちゃん

宮下　流星
りゅうせい

ちゃん 鶴巻　妃莉
ひまり

ちゃん

12
月
８
日（
土
）、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
サ
ッ
カ
ー

専
攻
科
１
年
生
50
名
と
職
員
に

よ
り
、
地
元
網
代
浜
集
落
内
の

ご
み
拾
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
み
拾
い
は
、
学
校
の
周
辺

を
三
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
午

前
、
午
後
の
２
回
行
わ
れ
、
空

き
缶
や
傘
な
ど
が
多
く
回
収
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
サ
ッ
カ
ー
専
攻
科

の
生
徒
の
発
案
に
よ
り
企
画
か

ら
運
営
ま
で
生
徒
の
手
で
行
わ

れ
た
も
の
で
、
同
校
で
は
毎
年

網
代
浜
海
水
浴
場
の
清
掃
な
ど

を
行
い
地
域
に

貢
献
し
て
い
ま

す
。依

然
と
減
ら

な
い
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
、
ご
み

は
ル
ー
ル
を
守

っ
て
処
分
し
ま

し
ょ
う
!!

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

網
代
浜
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

渡邉　唯
ゆい

花
か

ちゃん 佐藤　真緒
ま お

ちゃん

税
へ
の
関
心
と
納
税
の
理
解
を

税
に
関
す
る
標
語
に
2
名
が
入
選

二宮　美紀 さん

（３年）

高橋　菜摘 さん

（３年）

新
発
田
税
務
署
長
賞

聖
籠
町
租
税
教
育

推
進
協
議
会
長
賞
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ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
！

12
月
３
日（
月
）
の
昼
休
み
と

放
課
後
を
利
用
し
て
ジ
ュ
ニ
ア
達

が
早
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作

り
を
し
ま
し
た
。
講
師
は
ど
ん
ぐ

り
た
い
の
お
か
あ
さ
ん
達
で
す
。

『
間
違
わ
な
い
で
し
っ
か
り
は
か

っ
て
よ
』
と
か
『
そ
ん
な
こ
と
よ

り
、
よ
く
か
き
混
ぜ
て
よ
』
な
ど

な
ど
…
楽
し
そ
う
に
和
気
あ
い
あ

い
の
数
時
間
で
お
い
し
い
ケ
ー
キ

の
出
来
上
が
り
！

『
あ
ー
お
い
し
か
っ
た
、
ま
た
自

分
達
で
作
っ
て
ケ
ー
キ
食
べ
よ
う

ね
』
と
い
う
参
加
し
た
ジ
ュ
ニ
ア

達
の
声
で
し
た
。

みらいの 
たね 

みらいの 
たね 

　
　

　
　
　

　　せいろう共育
ひ

ろ
ば

町　民 

ホームベース
から 

東
北
電
力
（
株
）
新
発
田
営
業

所
か
ら
聖
籠
町
に
街
路
灯
21
灯

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
電
力
で
は
地
域
と
一
体

に
な
っ
て
明
る
く
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
聖

籠
町
を
は
じ
め
各
市
町
村
で
同

様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

回
町
に
寄
贈
さ
れ
た
街
路

灯
は
各
集
落
の
要
望
に
応
じ
て

配
布
さ
れ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
ら
い
の
た
ね
ジ
ュ
ニ
ア

つづきさん 14歳 ジロゲロさん

はたけ山ゆうかさん9歳 しげとしさん 10歳

コアラのマーチさん12歳

さとう ぴこさん 5歳

タイキさん 10歳

投稿するときは濃い
鉛筆かペンで書いてく
ださい。（薄いものは
掲載できません）名前
は必ず書いてくださ
い。（ペンネーム希望
の場合は名前の横にペ
ンネーム『○○○』と
書いてください。
1か月に一人1枚だけ

受け付けます。

スポンジボブさん10歳

たまきさん 8歳

＊
ち
な
み
に
①
ガ
ト
ー
・
オ
・
シ

ョ
コ
ラ
ー
②
い
ち
ご
ケ
ー
キ
③
テ

ィ
ラ
ミ
ス
の
３
種
類
の
ケ
ー
キ
で

し
た
。

聖
籠
中
学
校
の
中
庭
に

花
の
鉢
植
え
を
設
置
し
ま
し
た

11
月
中
旬
頃
、
中
庭
に
花
の
鉢

植
え
を
行
い
ま
し
た
（
ち
な
み
に

花
は
、
ゴ
ー
ル
ド
ク
レ
ス
ト
、
パ

ン
ジ
ー
、
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
）
少

し
で
も
生
徒
達
の
心
が
癒
さ
れ
る

よ
う
に
と
想
い
を
込
め
て
、
丹
念

に
植
え
ま
し
た
。
来
校
の
際
に
は

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

街
路
灯
寄
贈

明
る
く

安
全
な
ま
ち
に

①

②

③
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那須野　楓さん
蓮潟こども園５歳児

加藤　　翔さん
蓮野小学校 1年

飯沼　琉也さん
蓮野小学校 2年

伊藤　　颯さん
山倉小学校 1年

石田　菜月さん
山倉小学校 1年

多田　夏美さん
蓮野小学校 4年

橋本　　猛さん
亀代小学校 2年

坂上　　舞さん
蓮野小学校 3年
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志賀　沙織さん
山倉小学校 5年

高松　兼進さん
亀代小学校 5年

曽根　一葉さん
山倉小学校 6年

志賀　優太郎さん
山倉小学校 6年

西　　麻衣さん
聖籠中学校 1年

町田　彩音さん
聖籠中学校 1年

齋藤　千愛さん
聖籠中学校 1年

佐藤　美樹さん
聖籠中学校 2年
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吉田　　奏さん（山倉小学校 2年）

子
ど
も
た
ち
の
美
の
祭
典
「
第

38
回
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧

会
」（
主
催：

新
潟
日
報
社
、
県

教
育
委
員
会
な
ど
）
に
入
賞
し
た

町
の
こ
ど
も
園
・
小
・
中
学
生
18

名
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
優
秀
賞
2
作

品
、
26
、
27
ペ
ー
ジ
に
は
奨
励
賞

16
作
品
）

ど
の
絵
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち

が
何
を
思
い
描
い
た
の
か
が
伝
わ

り
、
見
る
も
の
を
楽
し
ま
せ
「
夢
」

と
「
感
動
」、
そ
し
て
「
元
気
」
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
は
、
上
越
、

長
岡
、
柏
崎
と
会
場
を
移
動
し
2

月
5
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
新

潟
会
場
を
お
見
逃
し
に
な
っ
た
方

も
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

●
上
越
（
大
和
上
越
店
）

１
月
10
日
〜
１
月
14
日

●
長
岡
（
県
立
近
代
美
術
館
）

１
月
19
日
〜
１
月
27
日

●
柏
崎
（
ソ
フ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

１
月
31
日
〜
２
月
５
日

藤本　綾奈さん（亀代小学校 4年）
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